
・スタッフの運営スキルや人数は十分か ・ＡＥＤの設置場所を確認

・参加選手の技量・健康状態の把握 ・予備のアンカー、アンカーロープ、シーナイフ

・ＣＰＲ講習を受講しているか 　ワイヤーカッター、ホイッスル等の配備

・最新の天気予報を確認 ・救助艇の乗員は常に飛込める装備を

・緊急連絡表を作成、スタッフへの周知

・参加申込書に選手の緊急連絡先を記入

・各種保険に加入

・無線は欠かさず傍受する ・姿が確認できないときは、接近して安全確認

　定期的にコール　→　無線不良を察知 ・体力低下の時は、救助艇と交代

・気象情報を継続的に入手 ・沈艇の位置、経過時間を把握

・救助作業中も他艇の安全を監視

　　　負傷者発生　⇒　心肺蘇生・止血等 　　　　　現場状況の確認

　　　　　艇体トラブル　⇒　乗員に確認 大会本部(レース委員長)への情報集約

　他の参加艇の 当事者の緊急連絡先

　安全確保
　　海上保安庁・消防署 陸上本部・マリーナ

への連絡

に救助要請 に要請

● 事故及び対応についての記録をとる

● 参加選手・スタッフに対し、事故状況の説明

● 個人的な憶測に基づく言動は控えるよう協力要請

● 取材対応は、責任者を定め、窓口を一本化

　事故原因を調査し、法律家の意見等を 　研修会等を開催し、事故概要を報告

　参考にして事故報告書を作成する 　再発防止策を講じる

　ＪＳＡＦに報告

安全対策・緊急対応フローチャート（インショアレース）

事　故　発　生

応急措置 情報収集

安全の確保 救助要請 応援要請
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体制・準備
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事故報告

備品・施設

沈艇発見

関係者への情報提供

人命の危険 救助艇が必要

事故原因の調査 再発防止
事
故
後


